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地上デジタル放送について

本機で受信できるテレビ放送について

本機では地上デジタル放送の受信ができます。地上デジタルテレビ放送は、関東、中京、近畿の

三大広域圏の一部で2003 年12 月から開始され、その他の都道府県の県庁所在地は2006年末

までに放送が開始されました。今後も受信可能エリアは順次拡大されます。この放送のデジタル

化に伴い、地上アナログテレビ放送は2011年7 月までに、BS アナログテレビ放送は 2011年

までに終了することが国の法令によって定められています。

※本機は字幕・文字スーパーを除くデータ放送サービス・双方向サービスには対応しておりません。

地上デジタル放送の番組受信について

・本機は車で移動して受信するため、家庭用デジタル TVチューナーに比べて放送受信エリアが

狭くなります。また、車の周辺環境などの影響を受け受信状態が常に変化します。

・地上デジタル放送では受信状態が悪くなると、映像にブロックノイズが出たり、音がとぎれた

りして、正常に放送番組が受信できなくなることがあります。

・走行地域や天候の変化により電波の受信状態が変わり、影響を受ける場合があります。

・電車の架線、高圧線、ラジオ、テレビ放送の送信所、無線送信所、ネオンサインなどの近くで

は、受信中の映像・音声が乱れたり雑音が入る場合があります。

・周辺の障害物などの影響により、放送受信エリアでも受信できない場合があります。

・車の走行速度によっては受信中の映像・音声が乱れたりして、正常に受信できなくなる場合が

あります。また、停車中でも周辺環境の影響を受けて受信状態が悪くなったり、映像・音声が

乱れる場合があります。

・車内で本機の受信周波数帯域に妨害を与える電子機器や無線利用機器（パソコンや携帯電話な

ど）を使用すると、映像にブロックノイズが出たり、音がとぎれたりして、正常に放送番組が

受信できなくなることがあります。その場合はそれらの機器の使用を中止するか、本機から離

してご使用ください。

・受信状態が不安定な場合、パワーウィンドウ、ワイパー、電動ミラー、エアコンなどの電装品

を作動させると、映像にブロックノイズが出たり、音がとぎれたりして正常に放送番組が受信

できなくなることがあります。

B-CAS カードについて

地上デジタル放送を視聴するには本機に付属のB-CAS（ビーキャス）カードが必要です。

B-CASカードの取り扱いについて

・カードの説明書の文面をよくお読みください

・カードを挿入しないと有料放送や著作権保護された放送は映りません。

・カードは常時挿入しておいてください。

・ダッシュボードの上など、高温になるところにカードを放置しないでください。カードの曲が

り等により使用できなくなるおそれがあります。

・カードを破損したり、紛失・盗難にあったときは、㈱ビーエス・コンディショナルアクセスシ

ステムズカスタマーセンターにご連絡ください（カード台紙に記載されています）。
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は
じ
め
に

製品を正しく安全にご使用いただくために、ご使用の前に必ず次の事項をお読みください。

警告表示の意味

取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから

本文をお読みください。

安全上のご注意

警 告

注 意

火災、感電などにより死亡や大けがを負うおそれがある

内容を示しています。

けがをしたり周囲の物品に損害を与えるおそれのある

内容を示しています。

注意をうながす記号

一般的注意 禁　止 分解禁止 一般的指示

絵表示の説明

行為を禁止する記号 行為を指示する記号

警 告

取り付けや配線は専門業者にご依
頼ください

・取り付けや配線は、専門技術

と経験が必要です。お買い上

げの販売店にご相談ください。

DC12Vマイナスアース車以外に
使用しないでください

・本機は DC12V マイナスアー

ス車専用です。DC24V車など

で使用すると、火災や故障の

原因となります。

取り付けや配線作業の際は、必ず
バッテリーのマイナス端子をはず
してください

・マイナス端子をはずさないで

配線・取付作業をすると、

ショート事故による感電や火

災などの原因になります。

運転に支障をきたす場所や、視界
の妨げとなる場所には取り付けな
いでください

・運転操作の妨げとなる場所

（シフトレバー、ブレーキペダ

ル付近など）や、前方・後方の

視界を妨げる場所への取り付

けは、交通事故やけがの原因

となります。

エアバッグシステムの動作を妨げ
たり、同乗者に危険を及ぼす場所
には取り付けないでください

・エアバッグシステムの機能に

支障をきたす場所や、同乗者

に危険を及ぼす場所への取り

付けは交通事故やけがの原因

になります。
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安全上のご注意（つづき）

車のパイプ類・タンク・電気配線
などを傷つけないように取り付け
てください

・取り付けのため車体に穴を開

ける場合は、パイプ類・タン

ク・電気配線の位置をよく確

認してください。火災や感電、

事故の原因となります。

取り付けの際は、車両の保安部品
を固定しているボルトやナットは
絶対に使用しないでください

・ステアリングやブレーキなど

の保安部品のボルトやナット

を使用して取り付けると、重

大な事故の原因となります。

落下したりはずれたりしないよ
う、確実に取り付けてください

・取り付けや接着が弱いと、走

行中にはずれる、落下するな

ど事故やけがの原因となるこ

とがあります。

必ず規定のヒューズをご使用くだ
さい

・規定以外のヒューズを使用す

ると、火災や故障の原因にな

ることがあります。

取り付け・配線後は、車の電装品
が正しく動作することを確認して
ください

・車の電装品（ブレーキ、ライ

ト、ホーン、ウィンカーなど）

が正常に動作しない状態で使

用すると、交通事故の原因と

なります。

警 告

コード類は運転や乗り降りの妨げ
にならないよう処理してください

・ステアリング・ブレーキペダ

ルなどの運転操作に支障がな

いよう配線し、固定するなど

の処理をしてください。事故

やけがの原因になります。

説明書にしたがって正しく配線を
行ってください

・誤った配線をすると発火や事

故の原因となります。特に

リード線はねじや可動部分に

挟み込まれないよう整形し、

固定してください。

運転中に本機を操作したり、画面
を見たりしないでください

・運転中に操作をしたり、画面

を見たりすると、運転不注意

となり交通事故の原因となり

ます。操作や画面を見る場合

は安全な場所に停車してくだ

さい。

水のかかるところや、ほこりの多
い所に取り付けないでください

・火災や感電・故障の原因とな

ります。

異物を入れないでください

・本機の内部に金属類や燃えや

すい物などを差し込んだり、

入れたりしないでください。

火災や感電・故障の原因とな

ります。
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警 告

安全上のご注意（つづき）

雷が鳴り出したら、本機やアンテ
ナ線には触れないでください

・感電の原因となります。

リモコンを無造作に放置しないで
ください

・運転中に足もとに転がってブ

レーキペダルなどの下へ入り

込むと、思わぬ事故の原因と

なります。

メモリーカードやねじなどの小物
類は、乳幼児の手の届くところに
置かないでください

・誤って飲み込むおそれがあり

ます。万一飲み込んだと思わ

れるときは、すぐに医師にご

相談ください。

故障したり異常のある場合は使用
しないでください

・煙が出る、変なにおいがする

等の異常がある場合は、直ち

に使用を中止し、お買い上げ

の販売店にご相談ください。

発火・火災などの原因となり

ます。

注 意

振動の多いところや不安定な場所
に取り付けないでください

・傾斜のある部分や、振動の多

い場所に取り付けると、走行

中にはずれる、落下するなど、

事故やけがの原因になること

があります。

高温になる所には取り付けないで
ください

・直射日光やヒーターの熱風な

どが直接あたると内部温度が

上昇し、火災や故障の原因に

なることがあります。

必ず本機に付属されている部品、
または指定の部品を使用してくだ
さい

・指定以外の部品を使用すると、

機器の損傷や、取り付けの不

具合などによる落下事故・故

障などの原因となることがあ

ります。

コードをはさみ込んだり、傷つけ
ないでください

・ショート事故や断線により、

発火や故障の原因となること

があります。
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安全上のご注意（つづき）

注 意

走行中は適正な音量で使用してく
ださい

・車外や周囲の音が聞こえない

音量での運転は、交通事故の

原因となることがあります。

リモコンを直射日光の当たる場所
や、高温になる場所に放置しない
でください

・ケースの変形、内部電池の破

裂、液もれの原因になること

があります。

指定以外の電池を使ったり、新し
い電池と古い電池を混ぜて使わな
いでください

・破裂したり、液が漏れたりし

て、けがややけどの原因とな

ることがあります。

車載用以外には使用しないでくだ
さい

・車載用以外（例えばレジャー

ボートやアウトドアなど）で

使用すると、故障の原因にな

る場合があります。

■リモコンの取り扱いについて

電池の＋と－の向きを正しく入れ
てください

・破裂したり、液が漏れたりし

て、けがややけどの原因とな

ることがあります。

アルカリ電池の液が漏れた場合は
素手で触らないでください

・皮膚の炎症、失明やけがの原

因となることがあります。目

に入った場合は流水で洗い、

眼科医へご相談ください。

※使用済み電池の処分について

使用済みの電池は地域の規則に従って

処分してください。
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使用上のお願い

守っていただきたいこと

お手入れのしかた

・汚れはネルなどの柔らかい布で軽く拭

き取ってください。

・汚れがひどいときは、水で薄めた中性

洗剤にひたした布をよく絞って拭き取

り、そのあと乾いた布で拭いてくださ

い。

・殺虫剤など、揮発性のものをかけない

でください。また、ゴムやビニール製

品などを長時間接触させたままにしな

いでください。跡がついたり、変色な

どの原因となります。

エンジンを切った状態で長時間使
用しないでください

・エンジンを切った状態で長時間使用す

ると、バッテリーが消耗し、思わぬト

ラブルの原因となることがあります。

国外では使用できません

・本製品は日本国内仕様です。外国では

放送形式が異なりますので使用できま

せん。

This product is designed for use in
Japan only and cannot be used in
any other country.

電磁波妨害に注意してください

・本機の近くで携帯電話などの電子機器

を使うと、電磁波妨害などにより映像

が乱れたり雑音が発生したりすること

があります。

使用上のご注意

・あなたがビデオデッキなどで録画・録

音したものは、個人として楽しむなど

のほかは、著作権法上権利者に無断で

使用することはできません。

・コピーガードがかかっている番組は録

画機器を経由して視聴すると、映像が

正常に表示されない場合があります。

コピーガードがかかっている番組を視

聴する場合は録画機器を経由せず、直

接本機と映像機器を接続してくださ

い。

・本機の不具合により録画できなかった

場合等の補償については一切応じられ

ませんのであらかじめご了承くださ

い。

・「お知らせ」などのデジタル放送に関す

る情報は、本機が記憶します。万一本

機の不具合によって、これらの情報が

消失した場合の復元は不可能です。そ

の内容等の補償については応じられま

せんのであらかじめご了承ください。

・B-CAS（ビーキャス）カード（ICカー

ド）は地上デジタル放送を視聴してい

ただくための大切なカードです。B-
CASカードを挿入しないとデジタル放

送番組を視聴できません。詳しくは20
ページをご覧ください。

・説明書に記載されている注意事項を守

らないことによって生じる不具合に対

しては、責任を負いかねますのでご注

意ください。
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警 告

取り付けや配線は専門業者にご依頼ください

・取り付けや配線は、専門技術と経験が必要です。

お買い上げの販売店にご相談ください。
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準
備
す
る

下記の付属品がすべて揃っているかご確認ください。

付属品

リモコン受光器（1 個）

AV ケーブル（1 本）

電源コード（１本）

※保証書は「お買い上げ日・販売店」な

どの記入をお確かめの上、大切に保管

してください。

※本機には青色の B-CASカードが

付属しています。

（必ず本機付属のものをお使いください。）

フィルムアンテナ（１式） 取扱説明書・保証書（各 1 部）

※この取扱説明書のイラスト・画面などは説明のため、実際のものとは異なる場合があります。

B-CAS（ビーキャス）カード（１枚）

両面テープ（3 枚）

NITTO No.5000N5
NITTO No.5000N5NITTO No.5000N5

NITTO No.5000N5
NITTO No.5000N5NITTO No.5000N5

NITTO No.5000N5
NITTO No.5

NITTO No.5000N5NITTO No.5000N5

NITTO No.5000N5NITTO No.5000N5

NITTO No.5000N5
NITTO No.5000N5NITTO No.5000N5

NITTO No.5000N5
NITTO No.5000N5NITTO No.5000N5

NITTO No.5000N5
NITTO No.5

NITTO No.5000N5NITTO No.5000N5

NITTO No.5000N5NITTO No.5000N5

リモコン（1 個） 単 4 乾電池（2 個）

リモコン受光器固定用

本体固定用
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各部のなまえ（リモコン）
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各部のなまえ（本体 / リモコン受光器）
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ご使用の前に
お買い上げ後初めてお使いになるときは本機の取付・接続例（次ページ）を参照の上、

次の手順で本機の準備をしてください。

アンテナケーブルを
接続します（ 17ページ）1

これで基本の接続と設定は完了です。

テレビを接続します
（ 18ページ）2

3

B-CAS（ビーキャス）カード
を挿入します（ 20 ページ）4

リモコンに電池を入れます
（ 21ページ）5

電源を入れ、テレビの
入力を切り替えます

（ 24ページ）

6

初期設定をします
（ 25ページ）

・接続したテレビの設定

・端子出力の設定

・チャンネル設定

7

電源コードと受光器を接続
します（ 19 ページ）
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備
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本機の取り付けと接続
他の機器と接続する場合は接続する機器の取扱説明書もよくお読みになり、正しく接続・

配線してください。

以下のところには取り付けないでください、故障の原因になります。

・水のかかるところ

・ほこりの多いところ

・足で踏まれるところ

・直射日光のあたるところ

・ヒーターのダクトや発熱する物の近く

・カーペットの下など熱のこもるところ
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アンテナを接続する
付属の地上デジタル放送受信用アンテナや別売の専用アンテナ（FA50G）を接続します。

付属のアンテナ（2個）は本体背面のアンテナ入力端子1、2に接続してください。

「取付上のご注意」および「取り付けかた」など取付方法の詳細は、アンテナに付属の取付

説明書をご覧ください。

コードは高温・高熱部や金属部との接触を避け、コードクランパーや市販の

テープで固定してください。

増設アンテナ取付位置について

リアウィンドウは熱線が入っていたり熱反射ガラスが使用されているため、

良好な感度が得られない場合があります。

アンテナ増設時はフロントウィンドウへの取り付けをお勧めします。

詳しくはアンテナ取付説明書をご覧ください。
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テレビを接続する

テレビを接続するときは、必ず本機および接続するテレビの電源を「切」にしてくだ

さい。

映像・音声接続用のプラグと端子は、色分けがしてあります。ケーブルと接続端子の

それぞれの色が合うように接続してください。

映像出力端子 /音声出力端子には、映像 /音声信号以外のものを接続しないでくださ

い。故障の原因となることがあります。

接続する機器の詳しい使用方法や接続については、それぞれの機器の取扱説明書をご

覧ください。

接続時のご注意

・プラグは奥まで完全に差し込んでください。不完全な接続は、ノイズの原因となり

ます。

・プラグを抜くときは、コードを引っ張らずにプラグを持って抜き取ってください。

D端子について

映像信号を輝度信号（白黒成分）と2種類の色信号（青：B-Y/赤：R-Y）に分離して伝

送します。デジタルチューナーやDVDでは輝度信号と色信号を別々に記録してあるた

め、輝度信号と色信号を混合して伝送する通常のビデオ信号に比べ、色のにじみが少

ないなど、高品位な伝送が可能です。また、同時に［4:3］や［16:9］の画面縦横比

情報も伝送されます。

AV ケーブル接続の場合
D 端子と AUDIO ケーブル

接続の場合
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電源コードを接続する

電源コネクターは、全ての配線が完了したあと、再度接続を確認し、本体に確実に差

し込んでください。

コードは高温・高熱部や金属部との接触を避け、コードクランパーや市販のテープで

しっかり固定してください。

電源はアクセサリー電源（ACC 電源）から取ってください。バッテリー電源から取る

とバッテリー上がりの原因となります。

・アクセサリー電源：エンジンキーを抜いた時に切れる。

・バッテリー電源：常に電源が入っている。

アース端子は車体の金属部分へ接続してください。

ヒューズ交換のときは3Aのヒューズと交換してください。

リモコン受光器はできるだけ直射日光を避けて、リモコンからの赤外線を受けやすい

位置に取り付けてください。
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B-CAS カードを挿入する
地上デジタル放送を視聴するには、本機に付属のB-CAS（ビーキャス）カードが必要です。

■B-CAS カード取り扱い上の注意点

折り曲げたり、変形させない。

重いものを置いたり踏みつけたりしない。

水をかけたり、ぬれた手でさわらない。

IC（集積回路）部には手をふれない。

分解加工は行わない。

本機付属のB-CASカード以外のものを挿入しないでください。故障や破損

の原因となります。

裏向きや逆方向から挿入しないでください。挿入方向を間違えるとB-CAS
カードは機能しません。

B-CASカードは奥まで（カチッとロックするまで）挿入してください。

ご使用中はB-CASカードを抜き差ししないでください。視聴できなくなる

場合があります。

画面にエラーメッセージが表示される場合、B-CASカードの交換が必要と

なる場合があります。詳しくは62ページをご覧ください。

1 B-CAS カードを取り出します
付属のB-CASカードを台紙から取り出します。

B-CASカードのパッケージを開封すると、パッケージに添付されている契約約款に

同意したものとみなされます。開封前に必ず契約約款をお読みください。

2 B-CAS カードを挿入します
背面のスロットに付属のB-CASカードを差し込みます。

図のように矢印のある印刷面を上側にし、矢印の先端を先にして奥まで

（カチッとロックするまで）挿入してください。

3 B-CAS カードの登録をします
B-CASカードが貼ってあった台紙に記載された内容に従い、B-CASカードの登録を

行ってください（登録は任意で無料です）。
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リモコンを準備する

乾電池の入れかた

3 カバーを閉めます
カバー上方にあるツメをリモコン本体

内部に入れ、パチンと音がするまでス

ライドさせます。

1 カバーをあけます
カバーをスライドさせてはずします。

使いかた

リモコンの先端部を、リモコン受光器に

向けて操作してください。

リモコンの操作範囲はリモコン受光器より

およそ3メートル以内で、リモコン受光器

正面より左右30°以内、上下15°以内です。

リモコン操作で本機が動作しない場合は、リモコンの乾電池寿命が考えられます。

新しい電池に交換してください。

リモコンを直射日光の当たる場所に放置したり、取り付けないでください。

熱により変形したり、誤動作する場合があります。

リモコン受光器に直射日光や強い照明が当たっているとリモコン操作がしにくくなりま

す。照明またはリモコン受光器の向きを変えるか、リモコン受光器に近づけて操作して

ください。

リモコンを落としたり、強い衝撃を与えないでください。

また、水にぬらしたり温度の高いところに置かないでください。

2 乾電池を入れます
単4乾電池2本をケース内の表示通りに

入れてください。

（  、  の位置を正しく入れてください。）
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初期設定をする
ご購入後はじめて本機の電源を入れると、自動的に初期設定画面になり、デジタル放送受信

に必要な設定を順に行うことができます。

2 テレビの電源を入れ、
入力を切り換えます
例えば、テレビの「ビデオ1」端子に本機を接続し

ているときは、テレビの画面に「ビデオ1」と表示

されるように、入力を切り換えてください。

※付属のリモコンではテレビの操作はできません。

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。

初期設定は付属のリモコンで設定します

初期設定は     ボタンで項目を選び、

 ボタンを押して決定します。

また、テレビ画面上には設定中に使用できるボタンが

ガイド表示されます。

リモコン操作時にご注意いただくこと

・本機を操作するときは、リモコンを

必ず本機のリモコン受光器に向けて

操作してください。

1 エンジンキーを回し、
ACCまたはONにします
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初期設定をする（つづき）

3 接続テレビ設定
「接続テレビ設定」画面が表示されます。

接続したテレビの縦横比に合わせて  /  ボタンで選択し、  ボタンを押します。

D端子でテレビに接続した場合 ➡「D端子出力設定」画面（ 次ページ）

が表示されます。

D端子以外でテレビに接続した場合➡「自動チャンネル設定」画面（ 27ページ）

が表示されます。

※この設定はメニュー画面（ 54ページ）でも再設定できます。

※この画面が表示されない場合は、61ページをご覧ください。

「4：3レターボックス」「4：3パンスキャン」各設定による画面表示の例

ワイドテレビ …ワイドテレビのとき

4：3レターボックス

または

4：3パンスキャン …普通のテレビのとき

各設定による画面表
示の違いについては
下の「ご参考」をご覧
ください。
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初期設定をする（つづき）

 ボタンを押すと、テレビが正しく映るか確認する画面になります。

正しく映らない場合は、テレビの取扱説明書を参照して再度D端子出力フォーマットの

設定を行ってください。

4 D端子出力設定

本機のD映像端子出力を使ってテレビに接続する場合は、D端子出力設定を行います。

※D端子を使用しないで接続した場合は表示されません。

テレビのD映像入力表示に合わせて  /  ボタンでD1/D2/D3/D4の中から

選択します。

テレビの テレビのコンポーネント映像
本機の設定D 映像入力端子 入力端子（Y/PB/PR）

D1映像のとき 480iの信号に対応のとき D1

D2映像のとき 480pの信号に対応のとき D2

D3映像のとき 1080iの信号に対応のとき D3

D4映像のとき 720pの信号に対応のとき D4

※この設定はメニュー画面（ 54ページ）でも再設定できます。

※この画面が表示されない場合は、61ページをご覧ください。

「はい」を選んで  ボタンを押すと「ホーム初期スキャン」画面が表示されます。

※「いいえ」を選んで  ボタンを押すとD端子出力設定画面に戻りますので、

再度設定を行ってください。
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5 自動チャンネル設定（ホーム初期スキャン）

本機では受信チャンネル設定を「ホームモード」（ご自宅周辺）／「ドライブモード」

（旅行先など）の2つに設定でき、切り替えてお使いいただくことができます。

ここでは「ホームモード」の受信設定を行います。

※「ドライブモード」の受信チャンネル設定（ドライブ初期スキャン）は別途行います。

詳しくは「ホーム /ドライブ初期スキャン」（ 49ページ）をご覧ください。

受信状態が悪いと、本来受信できる放送局も受信できない場合があります。

画面が表示されない場合は、61ページをご覧ください。

初期設定をする（つづき）

自動チャンネル設定が終了すると、自動的にデジタル放送受信状態になり、

画面には数字ボタン「1」に割り当てられたチャンネルが表示されます。

受信チャンネルの自動設定プログラムがスタートし、画面には現在処理中の状態が

グラフ表示されます。

「開始」がハイライトされたホーム初期スキャン画面で  ボタンを押します。
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初期設定をする（つづき）

?

お住まいの地域によっては他地域の地上デジタル

放送局の電波が受信できる場合があります。

割り当てる選局ボタンが同じ、複数の局を受信

した場合、1局以外はボタン表示されません。

ボタン割り当て変更設定（ 50ページ）で

ボタンの割り当てを行ってください。

※受信チャンネルの自動設定プログラムは、お買い上げ後最初に本機の電源を「オン」にす

ると自動スタートしますが、チャンネル設定メニュー（ 49ページ）で自動または手動

設定することもできます。また、ボタン割り当て変更画面で現在どのように設定されてい

るかも確認できます。

チャンネル自動設定完了前に本機の電源を「オフ」にした場合は、次回「オン」にしたと

き、再度初期設定画面を表示します。

自動チャンネル割り当てについて

初期設定終了後、本機の選局ポジション（1～20）には、地上デジタル放送受信結果が設定

されます。

設定される内容は、お住まいの地域に対応した放送局名となります。

※ 上記は受信状態の一例です（2008年 12月現在）。

お住まいの地域や設定時の電波の強弱などの諸条

件によって受信結果が異なる場合があります。
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警 告

運転中に本機を操作しない

・運転中は操作をしたり、画面を見たりしな

いでください。交通事故やけがの原因にな

ります。操作や画面を見る場合には、必ず

安全な場所に停車してください。

運転中にテレビを見ない

・運転者がテレビを見るときは、必ず安全な

場所に車を停車させてください。走行中に

テレビを見ると前方不注意となり交通事故

やけがの原因となります。
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番組を見る

2 テレビの電源を入れ、
入力を切り換えます

例えば、テレビの「ビデオ1」端子に接続して

いるときは、テレビの画面に「ビデオ1」と表

示されるように、入力を切り換えてください。

※付属のリモコンではテレビの操作

はできません。詳しくはテレビの

取扱説明書をご覧ください。

1 エンジンキーを回し、SW ON
または ACC ON にします

※キー位置がACC ON のまま視聴を

続けますとバッテリーあがりの原因

となりますのでご注意ください。

番組を見るための基本操作

3 チャンネルを選びます
チャンネルの選びかたには次の3通りがあります。

数字ボタン（  ～  ）で選ぶ

割り当てた放送局の番号を押します。

選局（  /  ）ボタンで選ぶ

押すごとにチャンネルが変わります。

押し続けると順送りでチャンネルを

変えられます。

選局リストボタンで選ぶ
受信できるチャンネルのリストを

表示させて選局できます。（ 35ページ）

1

4

7

2

5

8

3

6

9

10/0 11 12
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4 音量を調節します
テレビの音量ボタンで音量を調節します。

※本機のリモコンには音量調節はありません。

5 電源を切ります

ボタンを押すと本機の電源がオフになります。

※もう一度、 ボタンを押すと電源をオンに

することができます。

地上デジタル放送ではサブチャンネルでの放送が

行われていることがあります（右図参照）。

数字ボタンを繰り返し押すと、サブチャンネルを

選択できます（サブチャンネルでの放送がある場合のみ）。

例：1チャンネルでサブ放送が行われている場合

 を1回押す　⇒　11（サブチャンネル1）が選択されます

 を2回押す　⇒　12（サブチャンネル2）が選択されます

 を3回押す　⇒　13（サブチャンネル3）が選択されます
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電子番組表を見る（番組表）

放送局から送られてくる番組情報をもとに、新聞や雑誌などのテレビ番組欄のような

放送局別の番組一覧や、個々の番組内容などを見ることができます。番組表は現在から

7日先まで表示されます。（ワンセグ放送の場合は 大10番組までの表示となります。）

電源オン後は番組表を表示するまでに約1分程度かかる場合があります。

■番組表を表示する

 ボタンを押します

押すたびに番組表の表示 /非表示が切り換わります。

現在見ている番組がハイライト（緑色）されます。

番組表のみかた
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電子番組表を見る（番組表）（つづき）

■番組の詳しい情報を見る（番組詳細）
番組をハイライト（緑色）した状態で

 ボタンを押すと、ポップアップ

メニューが表示されます。

 /  ボタンで「番組詳細」を

選択し、  ボタンを押すと、選んだ番組の

詳細な番組情報が表示されます。

「番組詳細」 画面のみかた

番組詳細には、番組の内容や映像・音声

情報など、選んだ番組に関するさまざま

な情報が表示されます。

 /  ボタンを押すと番組詳細の

内容をスクロールできます。

ポップアップメニューへ戻るには

  ボタンを押す

番組表を見るには

 または   ボタンを押す
番組情報が取得できていない場合は、

番組詳細は表示されません。

■番組表から番組を選ぶ

同一時間帯の他局の番組を選ぶ（ ① ）には

 /  ボタンを押します

同一放送局の他の時間帯の番組を選ぶ（ ② ）には

 /  ボタンを押します
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電子番組表を見る（番組表）（つづき）

■指定した日時の番組表を見る（指定日時へジャンプ）

日時を指定して現在から7日先までの番組表を見ることができます。

ただし、ワンセグ設定では指定日時へのジャンプは出来ませんので12セグ受信に設定し、

画面左上に「地上デジタル番組表」の表示があることを確認の上、以下の操作を行って

ください。

番組をハイライト（緑色）した状態で

ボタンを押し、ポップアップメニューを

表示させます。

/ ボタンで「指定日時へジャンプ」を

選び、  ボタンを押すと、日時設定画面が

表示されます。

/ ボタンで日付を選択し、

 ボタンを押します。

次に / ボタンで時間を選択し、

 ボタンを押します。

現在受信しているチャンネルの、

指定した日時の番組表が表示されます。

ボタンを押す前に  ボタンを押

すと日付設定に戻ることができます。

■番組表を終了する

 ボタンを押します。

/ ボタンで他のチャンネルの番組表も見ることができます。

（受信しているチャンネルも切り換わります。）
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選局リストから番組を選ぶ（選局リスト）

チャンネルリストを表示させ、見たいチャンネルを選んで簡単に選局できます。

1 ボタンを押します

現在受信できるチャンネルおよび番組名の

リストが表示されます。

1
3

2

2 ボタンで選局します

※数字（ ～ ）ボタンや選局（ / ）

ボタンでも選局できます。

※ または  ボタンを押すと、選んだ

番組の詳細な情報を見ることができます。

表示される内容は放送局からの番組情報に依存します。

※画面に表示しきれない場合は▲▼が

表示され、カーソルを移動させると

スクロールします。

3 ボタンを押します

選局リスト画面を終了します。
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チャンネル番号などを表示する（画面表示）

ボタンを押します

受信中のチャンネル番号や番組名などの

情報が表示されます。

もう一度 ボタンを押すと画面左上の

番組名表示が消え、さらにもう一度押すと

画面右のチャンネル番号表示、時計表示が

消えます。

画面表示ボタンを押すと、現在受信中の番組名やチャンネル番号、受信モード（ホーム /
ドライブ）、現在時刻などが表示されます。

現在時刻を常に画面上に表示させておくこともできます

（  55 ページ）。

サブチャンネル放送がある場合、代表チャンネル番号の横に

サブチャンネル番号が表示されます。

（サブチャンネルの選局のしかた…  31ページ）

ワンセグ放送の場合は、チャンネル番号横に  と表示されます。

SEG

S ステレオ放送番組

字幕放送番組

画面表示のみかた

画面上に表示される情報として、次のものが表示されることがあります。

字

サラウンド放送番組SS

二 二ヶ国語放送番組

解説音声付番組解

信号強度表示

ホームモード表示

ドライブモード表示
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字幕を表示する（字幕）

映画やドラマなどの字幕を表示したり、消したりできます。

放送視聴中に

ボタンを押します

押すたびに切、言語1、言語2と切り換わります。

「言語1」「言語2」の表示は番組情報に依存します。

放送局側で字幕表示を消せない設定にしている番組もあります。

メニュー画面で初期設定値を変更することができます（  55ページ）。

字幕がない番組の場合は、

画面左下に

と表示されます。
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ボタンを押します
チャンネル番号、音声（主音声・副音声・主+副）

が画面右上に表示されます。

ボタンを押すたびに「主音声」「副音声」「主+副」

の順に切り換わります。

二ヶ国語音声を選ぶ（音声切換）

日本語と英語など二ヶ国語放送の場合、音声（主・副）を切り換えることができます。

主+副にすると、左スピーカーから主音声、右スピーカーからは副音声が出力

されます。

「主音声」「副音声」「主+副」の表示は放送局側からの番組情報に依存します。

メニュー画面で初期設定値を変更することができます。（  55ページ）

切り換える音声がない場合は、

画面左下に

と表示されます。
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マルチビュー放送を見る（映像切換）

ボタンを押します
ボタンを押すたびに、同一チャンネル内での放送

が切り換わります。

切り換える映像がない場合は、

画面左下に

と表示されます。

マルチビュー放送とは

ひとつのチャンネル内で主番組・副番組の複数映像が送られる放送です（最大3チャン

ネル）。

たとえばゴルフ中継など、主番組では通常の放送、副番組ではそれぞれ18番ホールの

映像と、ホールアウトした選手のインタビュー映像を放送をするなど、視聴者が見た

い場面を選択して見ることができる放送が行われる予定です。

（2008年12月現在、マルチビュー放送は行われていません。）
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ズーム画面表示にする（ズーム）

表示画面をズーム（拡大）表示することができます。

ボタンを押します

ズーム表示はチャンネルを変えたり、

電源を切るとノーマル表示に戻ります。

接続テレビ設定が

「ワイドテレビ」

設定の場合

ボタンを押すたびに、画面がノーマル表示、

ズーム表示に切り換わります。

接続テレビ設定が

「4：3 レターボックス」・

「4：3 パンスキャン」設定の場合

ボタンを押すたびに、画面がレターボックス

表示・パンスキャン表示に切り換わります。

※接続テレビ設定はメニュー画面（ 47ページ）でも再設定できます。
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ワンセグ放送を見る（ワンセグ切換）

地上デジタル放送のサービスのひとつとして、「ワンセグ」があります。

ワンセグは通常の放送に比べると画質や音質は劣りますが、放送電波の到達距離は通常の放

送よりも長く、送信局から離れた場所においても安定して受信できる可能性が高くなります。

ボタンを押します
ボタンを押すたびに次のように切り換わります。

選択された設定が約 5 秒間画面左下に表示され

ます。

ワンセグ放送を受信できない場合

は、画面左下に「電波が弱いため、

受信できません」と表示されます。

自動切換時には通常放送とワンセグ放送を受信状態によって切り換えますが、

通常放送とワンセグ放送の切り換え時には一瞬映像と音声が途切れます。

ワンセグ放送を行っていない放送では  ボタンを押すと、「ワンセグ放送が

ありません」と画面左下に表示され、ワンセグへの切換は行われません。

日本の地上デジタル放送は、約6MHz
の帯域を13個のセグメントに分けて放

送するしくみですが、そのうちの12セ

グメントを使って高画質・高音質の放送

を行っています。ワンセグ放送は、残り

の1セグメントを使って携帯電話や移動

体端末向けに放送するサービスです。
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中継局を変える（中継局サーチ）

ボタンを押します

サーチ中は映像・音声は出力されません。

受信中の放送局が複数のチャンネル（中継局）を使って放送している場合、受信状態の 適

なチャンネルを探して受信することができます。

移動などにより、受信している番組が見づらくなった（ブロックノイズや音が途切れる）と

きなどにご使用ください。

10/0 11 12

サーチ中は  ボタンおよび  ボタン以外は操作できません。

（電源ボタンを押した場合は本機の電源がオフになります。）

サーチは 大3分間行われます。

サーチ中に ボタンを押すと、

サーチを中止します。

選局可能なチャンネルが見つかった場合は、

そのチャンネルを受信します。
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チャンネルの設定を切り換える（ホーム / ドライブ）

ボタンを押します

ボタンを押すたびにホームモード、

ドライブモードが交互に切り換わります。

番組表や画面右上のチャンネル表示部に

現在のモードがアイコンで表示されます。

ホームモード／ドライブモードを切り換えます（受信エリア切り換え）。

本機では受信チャンネル設定を「ホームモード」（ご自宅周辺）／「ドライブモード」

（旅行先など）の2つに設定し、切り替えてお使いいただくことができます。

※「ホームモード」の受信チャンネル設定は初期設定（ 27ページ）において完了して

いますが、メニュー画面で再設定することもできます（ 49ページ）。

※「ドライブモード」をお使いいただくにはあらかじめ旅行先などの受信エリアで受信チャ

ンネルの設定が必要です（ 49ページ）。

10/0 11 12
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ドライブモードのチャンネル設定をする（スキャン）

ボタンを押します

スキャンが行われ、チャンネルが設定され

ます。

スキャン中は映像・音声は出力されません。

異なる放送地域への移動等による、ドライブモードの受信チャンネル設定を追加します。

スキャン中は  ボタンおよび  ボタン以外は操作できません。

（電源ボタンを押した場合は本機の電源がオフになります。）

割り当てる選局ボタンが同じ局を受信した場合はボタンに割り当てられません。

視聴する際には、選局リストから番組を選ぶ（ 35ページ）か、ボタン割り

当て変更（ 50ページ）でボタンの割り当てを行ってください。

スキャン中に ボタンを押すと、

スキャンを中止します。
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各種設定のしかた（メニュー）

ボタンを押すとメニュー画面が表示されます。再度押すと元の画面に戻ります。

メニュー画面では、チャンネル設定や出力端子のフォーマット設定などの各種設定ができ

ます。（ 48ページ）

項目設定後、初期（工場出荷時）状態に戻したいときは、設定初期化を行ってください。

（ 56ページ）

何もしない状態が約60秒間続くと画面表示は消えます。 ボタンを押すと再度表示され

ます。

メニュー画面のみかた
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1 ボタンを押し、メニューを

表示させます。

2 / ボタンを押し、設定したい

アイコン（第1階層のメニュー ① ）

を選択します。

選択されている項目はアイコンの枠が

緑色になります。

選択中は右の枠内にそのメニューで設定

できる第 2階層のサブメニュー（ ② ）

が表示されます。

3 / ボタンで選択項目のハイライト

（緑色）を動かし、第2階層のサブメニュー

を選択します。

各種設定のしかた（メニュー）（つづき）

メニュー操作・設定のしかた

5 ボタンを押し、設定を完了させます。

各設定項目は次頁のメニュー一覧表を

ご覧ください。各設定項目はすべて同様

の方法で設定が行えます。

4 / （または / ）ボタンで

第3階層の設定値を変更します。

ボタンを押すと第 2 階層のサブメニューへ

移り、選択項目がハイライト（緑色）されます。

ボタンを押すと第 3 階層のサブメニューへ

移り、選択項目がハイライト（緑色）されます。
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メニュー一覧表
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チャンネル設定

第 1階層のメニュー画面で「チャンネル設定」を / ボタンで選び、 ボタンを

押します。

画面右側には第2階層のサブメニューが表示されます。

チャンネル設定メニュー画面

ホーム /ドライブ初期スキャン

引越し等によりホームモードの受信チャンネル設定を変更する場合や、ドライブモードの

初期設定を行う場合は、下記の要領で初期スキャンを行ってください。

チャンネル設定のサブメニューで

「ホーム（ドライブ）初期スキャン」を

選択し、 ボタンを押します。

/ ボタンで「はい」を選択し、

ボタンを押すと受信チャンネルの

自動スキャンを開始します。

初期スキャン・追加スキャン・ボタン割り当て変更設定について

現在選択している「ホーム」または「ドライブ」モードのいずれかが設定できます。

モードを切り換えるには ボタンを押してください（「チャンネルの設定を切り

換える（ホーム /ドライブ）」（ 43ページ）をご覧ください。）
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チャンネル設定（つづき）

ホーム /ドライブボタン割り当て変更

ホーム /ドライブ初期スキャンでボタン割り当てが同じ複数の局が受信された場合、うち

1局はボタン表示部分に－－と表示され選局ができません。そこで、そのチャンネルに

空いている任意のボタン数字を割り当てることで選局ができるようにします。

また、割り当てられているチャンネルボタン（数字ボタン）を変更することもできます。

4 ボタンを押し、設定を完了させます。

5 さらにボタン割り当て変更を続ける場合

は、  2  ～  4  を繰り返します。

6 ボタンを押し、メニューを終了させ

ます。

1 チャンネル設定のサブメニューで

「ボタン割り当て変更」を選び、

ボタンを押します。

チャンネル設定のサブメニューで

「ホーム（ドライブ）追加スキャン」を

選択し、 ボタンを押します。

/ ボタンで「はい」を選択し、

ボタンを押すと受信チャンネルの自動

スキャンを開始します。

ホーム /ドライブ追加スキャン

異なる放送地域への移動等により、ホーム /ドライブ各モードの受信チャンネル設定を

追加する場合は、下記の要領で追加スキャンを行ってください。

同じ放送局がすでに登録されている場合は追加登録されません。

3 / ボタンで

空いている数字を選びます。

2 / ボタンで変更したい放送局

を選び、 ボタンを押します。
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チャンネル設定（つづき）

アンテナレベル

チャンネル設定サブメニューで「アンテナレベル」を選択すると、下記の画面が表示されます。

現在ご覧になっているチャンネルのアンテナが受信している電波強度を確認することができ

ます。

※受信レベルを確認するだけで数値の変更はできません。

電波が受信できない場合は、表示画面下側に以下のように表示されます。
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チャンネル設定（つづき）

ワンセグ切換設定

ワンセグの切換方法を設定します。

・自動切換： 自動的に切り換えます

・ワンセグ固定： 切り換えません

・ワンセグ優先： 自動的にワンセグ放送を優先して切り換えます

/ ボタンで選択し、 ボタンで設定します。

自動中継局サーチ設定

受信電波が弱く映りが悪いときなど、受信状況に応じて 適な中継局を自動的にサーチする、

しないを設定します。

設定を「入」にすると、本機は約2分間連続して受信なしと判断したときに自動サーチを開

始します。

・切： サーチしません

・入： 自動サーチします

/ ボタンで選択し、 ボタンで設定します。
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お知らせ

第 1 階層のメニュー画面で 「お知らせ」を / ボタンで選び、 ボタンを押します。

画面右側には第 2階層のサブメニュー（リスト）が表示されます。

※お知らせが1件もない場合は「お知らせはありません」と表示されます。

お知らせは 大 7件まで保存されます。7件を超えて新たに

受信した場合は、一番古いお知らせから削除されます。

サブメニューから / ボタンで表示したい項目を選択し、 ボタンを押すとその詳細が

表示されます。

お知らせメニュー画面
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その他の設定

第1階層のメニュー画面で「その他」を / ボタンで選び、 ボタンを押します。

画面右側には第2階層のサブメニューが表示されます。 / ボタンでサブメニューを選

び、 ボタンを押します。

接続テレビ設定

接続するテレビに合わせて設定します。

※設定の詳細については、「初期設定をす

る」（ 25ページ）をご覧ください。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。

その他メニュー画面

D端子出力設定

D端子入力のあるテレビに接続する場合、

テレビに合わせて設定します。

・ D1/480i固定 , D2/480p固定 ,
D3/1080i固定 , D4/720p固定：

それぞれの仕様に対応した映像フォーマッ

トで出力します。詳しくは「初期設定をす

る」（ 26 ページ）をご覧ください。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。
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その他の設定（つづき）

字幕設定

字幕表示の設定を行います。

・切： 表示しません。

・言語1： 言語1を表示します。

・言語2： 言語2を表示します。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。

文字スーパー設定

文字スーパーの表示設定を行います。

・切： 表示しません。

・言語 1： 言語1を表示します。

・言語 2： 言語2を表示します。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。

二ヶ国語設定

音声モードの切換設定を行います。

・主音声： 主音声を出力します。

・副音声： 副音声を出力します。

・主 /副音声： 主＋副音声を出力します。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。

D3/D4縦横比設定

D3、D4 出力時の画面の縦横比を設定します。

※この設定は、接続テレビ設定（ 25 ページ）が「4:3 レターボックス」または「4:3パ

ンスキャン」に設定され、かつD端子出力設定（ 26 ページ）が行われている場合に

有効となります。

・ 16:9 固定： 接続テレビ設定（ 25 ページ）の設定内容にかかわらず、

常に16:9 で出力されます。

・ 4:3 有効： 接続テレビ設定の設定内容に応じて縦横比が切り替わります。

/ ボタンで選択し、 ボタンで設定します。

D3/D4対応の4:3テレビのうち、16:9フォーマットの映像信号（1080i、720p）が入

力された場合に、映像を垂直方向に圧縮する機能を持つものと持たないものがあります。

この設定は本装置の映像をどちらのテレビでも正常に表示できるようにするための設定

です。垂直方向に圧縮される場合は「16:9 固定」、圧縮されない場合は「4:3 有効」に

設定してください。

時計表示設定

画面に表示される時計の表示設定を行います。

・切： 表示しません。

・ 画面表示と連動： ボタンを押すたびに
表示・非表示します。

・常に表示： 常に画面上に表示します。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。
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その他の設定（つづき）

設定初期化（工場出荷設定）

すべての設定を工場出荷時の状態に戻します。

初期化中は、絶対に電源を切らないでください。

初期化中はすべてのボタン操作ができません。

4 / ボタンで「はい」を選択し、 ボタンを押すと初期化を開始します。

初期化が完了すると、初期設定メニュー画面（ 25ページ）が表示されます。

1 ボタンを押し、 / ボタンで「その他」メニューを選んで ボタンを押します。

画面右側には「その他」メニューのサブメニューが表示されます。

2 / ボタンを押して「設定初期化」を選びます。

3 ボタンを押すと、設定初期化画面が表示されます。

B-CASカード ID番号

B-CASカード ID番号を表示します。

バージョン

ソフトウェアのバージョンを表示します。

■本機の設定を工場出荷時の状態に戻す
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受信チャンネル一覧

（2008 年 9 月現在）
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（2008 年 9 月現在）
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おもな仕様

品名 車載用地上デジタルチューナー

本体寸法（突起部含まず） 幅17.4cm × 高さ2.5cm × 奥行13.4cm

本体質量 約 0.8kg

使用電源 DC12V

使用温度 −5℃ ～ +50℃

消費電力 / 待機時消費電力 13W/10W

放送方式 地上デジタル放送方式（日本）

チューナー 地上デジタルチューナー × 4

チャンネル 地上波（UHF）：13ch～ 62ch

アンテナ入力端子 4系統

ビデオ出力端子 1系統

音声出力端子 1系統

D1/D2/D3/D4ビデオ出力端子 1系統

リモコン ●（1個）

リモコン用乾電池 ●（単 4型乾電池 2個）

B-CAS カード ●（1枚）

電源コード ●（1本）

取扱説明書・保証書 ●（各 1部）

AVケーブル ●（1本）

フィルムアンテナ ●（2個）

両面テープ ●（3枚）

リモコン受光器 ●（1個）

仕様、外観などは改良のため予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ

ご了承ください。

本機のメニュー画面や画面で表示されるフォントとして、株式会社リコーが製作

したリコービットマップフォントを使用しています。

電源定格表示は本機の底面に記載してあります。

入
出
力
端
子

放
送

付
属
品
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故障かな？と思ったら

エンジン ON または ACC ON になっていますか？

リモコンの電源ボタンを押しましたか？

アンテナおよび各機器の接続は正しいですか？

各種設定は正しいですか？

テレビ側の入力切換で、本機が接続されていない

入力端子を選んでいませんか？

テレビの音量調整が最小になっていませんか？

テレビが消音になっていませんか？

音声入力端子にオーディオケーブルは接続されて

いますか？

電波状態が悪いことが考えられます。

アンテナは正しく接続されていますか？

接続テレビ設定が接続されているテレビに

合っていますか？

電波状態が悪い場合が考えられます。

字幕の設定が「切」になっていませんか？

字幕情報のある番組を視聴していますか？

リモコン受光器が正しく接続されていますか？

電池は正しい向きで入っていますか？

リモコンの電池寿命が考えられます。

蛍光灯の強い光や直射日光がリモコン受光部に

当たっていませんか？

リモコンを本機のリモコン受光器に向けて

操作していますか？

修理を依頼される前に次のことをもう一度お調べください。

次のことを調べても、なお異常があるときは、お客様センターにお電話いただくか、または

当社ホームページよりお問い合わせください。（ 裏表紙をご覧ください）

映像も音声も出ない

音声が出ない

ブロックノイズが出る

映像が横長や縦長になる

映像がモザイク状になる

字幕が出ない

リモコンが動作しない

こんなときには… ここをご確認ください ページ

30
31

17 ～ 19
45 ～ 56

30

31
31
18

42
17

25, 54

42

55
37

19
21
21
21

21
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エラーメッセージ

画面に以下のエラーメッセージが表示された場合は、放送を視聴できません。

受信できるチャンネルがありません、

アンテナ接続を確認して初期スキャンを

行ってください　　　　　　　

チャンネルの割り当てられたボタンがあり

ません　メニューの「ボタン割り当て変更」

で設定してください

電波が弱いため受信できません

B-CASカードを挿入してください

アンテナ電源がショートしています、

アンテナ接続を確認してください

メッセージ 内　容

初期スキャンで受信不能の場合に表示

します。

ボタン割り当てがすべてスキップ設定に

なっている場合に表示します。

デジタル放送の受信レベルが低い場合に

表示されます。

B-CASカードが装着されていないか、

認識できない場合に表示されます。

アンテナ接続に不具合があった場合に

表示されます。

■緊急警報放送（EWS）について

緊急警報放送（EWS）とは…

大規模災害などの非常事態が発生した場合に、緊急警報放送局より専用チャンネルで送信

し、視聴者にいち早く情報を知らせる放送システムです。

緊急警報放送（EWS）受信時の本機の動作

・視聴中の放送局で緊急警報放送が開始されると、自動的に緊急警報放送のチャンネルに切

り換わります。

・一度選局された緊急警報放送のチャンネルは、放送終了または電源を「入」「切」するま

では自動では再選局しません。

・緊急警報放送が終了しても、切り換わったチャンネルはそのままです。元のチャンネルに

は戻りません。再度、お好みのチャンネルを選局してください。

■次の点にご留意ください

本製品は、AVC Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、お客さまが

個人的かつ非営利目的において以下に記載する行為に係る個人使用を除いてはライセンスさ

れておりません。

・AVC規格に準拠する動画（以下、AVCビデオ）を記録する場合

・個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によって記録されたAVCビデオを再生する場合

・ライセンスを受けた提供者から入手されたAVCビデオを再生する場合

詳細については米国法人 MPEG LA, LLC にお問い合わせください。
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さくいん

英数

4：3レターボックス ............................. 25
4：3パンスキャン ................................. 25
B-CASカード .................................... 3, 20
B-CASカード ID番号 ............................ 56
D 端子 ................................................... 26
D3/D4縦横比設定 ................................ 55

ア行

アンテナ接続 ......................................... 17
アンテナレベル ...................................... 51
映像切換 ................................................ 39
エラーメッセージ .................................. 62
お知らせ ................................................ 53
音声切換 ................................................ 38
音量調節 ................................................ 31

カ行

画面表示 ................................................ 36
乾電池 ................................................... 15
決定ボタン ............................................ 24
コンポーネント映像出力端子 ................. 14
工場出荷設定 .................. 設定初期化を参照

サ行

サブチャンネル ...................................... 31
指定日時へジャンプ ............................... 34
自動チャンネル設定 ........................ 27, 49
字幕 ...................................................... 37
仕様 ...................................................... 60
初期設定 ................................................ 24
ズーム ................................................... 40
接続テレビ設定 ............................... 25, 54
設定初期化 ............................................ 56
選局 ...................................................... 30
選局リスト ............................................ 35
その他の設定 ......................................... 54

タ行

チャンネル設定 ...................................... 49
チャンネル割り当て

　自動割り当て ........ 自動チャンネル設定を参照

　割り当て変更 . ボタン割り当て変更設定を参照

テレビ ......................接続テレビ設定を参照

電源コード ............................................ 19
電源接続 ................................................ 19
時計表示 ................................................ 55
ドライブモード ............................... 27, 44

ナ行

二ヶ国語放送 ......................................... 38
入力切換 ................................................ 24

ハ行

バージョン ............................................ 56
番組詳細 ................................................ 33
番組表 ................................................... 32
付属品 ................................................... 12
ホームモード .................................. 27, 43
ボタン割り当て変更設定 ........................ 50

マ行

マルチビュー放送 .................................. 39
メニュー一覧表 ...................................... 48
メニュー画面 ......................................... 46
文字スーパー設定 .................................. 55

ラ行

リモコン ......................................... 13, 21

ワ行

ワンセグ ................................................ 41
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